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第七次甲府市総合計画説明会 会議録（大国地区） 

日  時 令和８年６月２日（火）午後７時００分～午後８時１０分 

会  場 大国小学校体育館 

参 加 者 １２４名（市長等及び関係職員含む）  

次 第 1 市長説明 

2 意見交換 

3 地区からの挨拶 

意見交換記録 

質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康寿命延伸の取組について 

健康寿命の延伸は、地域住民の健康維持だけでなく、医療・

介護費の増大が抑制されることで社会保障制度の持続にもつな

がる。健康寿命を延ばすためには食生活・運動・睡眠のほか、

社会交流や地域活動への参加によるストレス管理や定期的な健

康診断・保健指導が重要だと考えているが、特に精神・社会的

な健康維持、心疾患の予防、老化・フレイル予防についての取

組を強化すべきと考え要望する。 

 

本市の健康づくりに関しては、旧相生小学校跡地にある「健

康支援センター」を拠点として、「元気Ｃｉｔｙこうふ」の実

現に向け、大国地区の皆様にもご協力いただきながら、人・地

域・まちが一体となり、それぞれの方が思い描く豊かな人生を

実現できるよう取り組んできた。 

特に、「健康寿命の延伸」については、健康づくりの重要な

施策として位置づけ、その取組効果を的確に把握するため、健

康寿命の指標の１つである「平均自立期間」を市独自に算出し

た結果、令和５年は、男性は７８．９３年、女性は８３．１４

年となっていることから、さらに市民の皆様ができる限り長く

自立した生活を維持できるよう、施策推進に努めているところ

である。 

「精神的・社会的な健康維持」としては、地域の活動や通い

の場などへ積極的に参加し、人と交流していただくことが、閉

じこもりや気持ちの落ち込みを防ぎ、心の健康づくりにつなが

ると考えているので、その第一歩として、交流の基本である、 

あいさつや声掛けを地域で推進していただきたい。 

生活習慣病の一つである「心疾患の予防」としては、まず
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、ご自身の体の状態を知るため、健康診断を受けていただく

ことが重要と考えている。健診の後は、その結果に応じて、生

活習慣の見直しや受診の必要性について、市の専門職による助

言や支援を行うとともに、健康教室等への参加を案内してい

る。 

また、「老化・フレイル予防」としては、地区ごとに実施し

ている「あなたの地区（まち）の出張保健室」をはじめ、お口

の健康や栄養に関して各地区からの要望に応じて開催する「歯

つらつ歯っぴーキャラバン」などを実施しており、今年度から

は、健康診断の結果が、筋力低下や低栄養によりフレイルにつ

ながると判断した７５歳以上の方を対象に、市の専門職による

支援を開始した。 

このほかにも、幅広い世代の皆様に利用いただいている毎日

の健康がスマートフォンで管理できる「こうふ健康アプリ」

や、この説明会の前に映像で紹介した「甲府市の歌 体操」の

普及、自身の健康について優先順位が低くなりがちな働き盛り

世代を対象とした健康づくりの支援など、運動の習慣化にも取

り組んでいる。 

引き続き、市民の皆様と地域、行政が一体となった健康の好

循環を作っていきたいと考えているので、地域の皆様には、ご

近所やお知り合いとお誘いのうえ、積極的に健康づくりに取り

組んでいただけるようお願いする。 

 

・自治会への加入促進と自主防災組織の強化に向けた地域への

情報提供について 

近年、全国各地で自然災害が頻発し地域防災の重要性はます

ます高まっている中で、マスコミ報道などにより他県の被災地

で消防団員が一生懸命活動している状況を目にする。 

こうした中、大国地区は消防分団が無く地域防災はどうして

も自治会役員を中心に対応することとなるが、役員の高齢化が

進むとともに自治会の加入率も下がっており、今後の地域防災

の運用に不安を感じている。 

そこで、災害時における自治会や自主防災組織の必要性を行

政と地区で一体となって周知徹底し、自治会への加入促進と自

主防災組織の強化につなげるため、行政主導で他県の災害事例

や地域活動の重要性について情報提供していただける機会を設
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けていただくよう要望する。 

 

近年の少子高齢化や人口減少社会の進展により、地域におけ

るコミュニティ活動の担い手不足などが懸念される中、大国地

区においては、地域防災をはじめとするコミュニティ活動全般

に対し、日頃からご尽力をいただいており、中でも、大里分団

及び国母分団との連携を密に図りながら、地域防災力の維持・

向上に努めていただいていることに、重ねて感謝を申し上げ

る。 

こうした中、本市では自治会加入促進の取組として、転入や

住宅の新築をされた方への加入促進チラシの配布や自治会連合

会・不動産関係団体等との連携による加入の働きかけに加え、

「広報こうふ」や市ホームページ等を通じ、住民相互のふれあ

いや防災・防犯などの様々な活動とその役割を継続的に情報発

信することで、自治会活動の重要性の理解促進に努めている。 

また、大国地区自治会連合会の皆様との連携・協力により、

これまでも「水害避難の地区研修会」を開催し、災害時におけ

る自主防災組織の役割や、全国各地の大規模災害の事例を踏ま

えた講話を行うとともに、避難所の運営の主体となる地域住民

を中心とした開設訓練等の「共助」につながる研修を行うな

ど、地域の防災力の向上に資する取組に努めてきたところであ

る。 

今般、国が年内の発足を目指す防災庁では、平時からの「事

前防災」として、市民の行動変容を促すべく、防災に関する普

及啓発・防災教育を推進することとしており、本市としても、

これまで積み重ねてきた取組を基盤とする中、国の動向や全国

的な有効事例等の情報収集を図り、大国地区自治会連合会の皆

様と連携しながら、地区の実情や意向に沿った「地区防災研修

会」や「防災に関する出前講座」などを時宜に応じて開催し、

大国地区の更なる自主防災組織の強化につながるよう取り組ん

でいく。 

今後においても、地域課題が多様化・複雑化する時代におい

て、行政運営を支える重要なパートナーである地域の皆様との

連携を大切にしながら、地域コミュニティの活性化と災害時に

おける「共助」の高まりが図られるよう取り組んでいくので、

ご理解とご協力をお願いする。 
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・都市計画道路の整備、体育館トイレの洋式化について 

現在、都市計画道路の整備について３路線は事業着手してい

るものの、残りの３路線についての具体的な見通しは全く示さ

れていない。 

大国地区内においては、中小河原築地新居線が計画されてい

るが長年放置されており、計画道路予定地の土地所有者が土地

の管理を負担に感じる状況となっている。 

また、美里団地４世帯の立ち退きについても従前から騒がれ

ているにもかかわらず、そのままとなっている。 

こうした状況に加え、整備予定地域の後屋町自治会内の道路

は狭く、車輌のすれ違いも思うようにできない状況なので、周

辺道路の状況を再確認して、事業着手を検討いただきたい。 

最後に、大国小学校体育館は指定避難所となっているが、ト

イレが和式であり使用方法が分からない低学年や利用が困難な

高齢者もいるので、洋式への整備を要望する。 

 

都市計画道路は、本市を含む甲府都市計画区域の骨格となる

幹線道路であり、甲府盆地をはじめ、県内経済を支える重要な

役割を担うとともに、市民の皆様の日常生活の活動基盤となる

都市施設である。 

本市では、用地取得や移転など完成までに多くの時間を要す

る都市計画道路の効果的・効率的な整備推進を図るため、優先

整備路線６路線７工区を位置付けた「都市計画道路整備プログ

ラム」を策定する中で、現在、城東三丁目敷島線（伊勢工区）

をはじめとする優先整備路線上位３路線について、より早期完

成を目指し整備を同時に進めている。 

この優先整備路線は、それぞれの地域特性などの実情と市の

政策的な方向性を踏まえ、効果的・効率的な整備推進を図るた

めに設定しており、中小河原築地新居線（後屋大里工区）につ

いては、国道２０号以南における東西軸となる都市計画道路と

して、新山梨環状道路と同様に重要な路線であることから、優

先整備路線に位置付けている。 

加えて、地域の交通環境やリニア駅に近い立地も踏まえ重要

性を認識しており、当路線の早期の事業化を図るためにも、現

在整備を進めている路線の完成に鋭意取り組む中、その進捗を
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樋口市長 

（まとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

踏まえ、事業化を検討していく。 

なお、事業化には、地域の皆様のご理解をいただくことが重

要であり、事業化した際に、地域の課題を再度確認させていた

だきながら、用地などに係る事業の内容を丁寧に説明させてい

ただく。 

今後も、都市計画道路の事業進捗に鋭意努めていくので、ご

理解とご協力をお願いする。 

 

都市計画道路は、先の説明のとおり重要なもので、人口減少

下にあっても人口が多い地域や住宅が多い地域もあるので、そ

れぞれの地域の方々と相談をさせていただきながら取り組んで

いきたいと考えているのでご理解いただきたい。 

体育館については、空調設備の整備に着手していくが、トイ

レの洋式化についても、小中学校校舎のトイレ洋式化が今年度

で終了することになるので、計画的かつスピード感を持って取

り組んでいく。 

 

甲府市総合計画の実現のためには、行政だけではなく、市民

の皆様、自治会をはじめとする地域団体、多くの方々との協

働、「コラボレーション」が欠かせない。 

本日の説明会でいただいたご意見やご要望については、市役

所内で共有し、今後の施策や事業の推進に生かしていく。 

また、地域で取り組まれている歴史学習活動など、市民の皆

様の日頃のご尽力に心から感謝申し上げる。 

今後も市民の皆様とともに歩みながら、より住みやすく、安

心して暮らせる甲府を目指していくので、引き続きご理解とご

協力をお願い申し上げる。 

地区からの挨拶要旨 

大国地区自治

会連合会会長 

本日は、市長をはじめ市職員の皆様に第七次甲府市総合計画

をはじめ、市の様々な施策や事業について、丁寧な説明をいた

だき、ありがとうございました。 

また、参加された地域の皆様においても、長時間にわたり熱

心に説明をお聞きいただき、貴重なご意見やご質問をいただい

たことに感謝申し上げる。 

本日の説明により、市が目指す今後のまちづくりの方向性や
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地域に関わる事業について理解を深めることができた。 

私たち地域住民も、自治会活動や地域活動を通じて、安全で

安心して暮らせるまちづくりに努めていきたいので、今後とも

市のご理解、ご協力をお願いする。 

 

 


